
《どうでもいい話、その 616》 
 

どうでもよくない皆様へ 

 

こんにちは！ 

甲子園の全国高校野球選手権大会は１０７年ぶりに慶応高校が優勝しました。各

試合勝ったほうのチームは、その栄誉をたたえて校歌が歌われます。その校歌の歌

詞ですが、聞くとその校舎の建っている周辺の情景を詠いあげるのが多く、山とか

川とか城などの名前が出てきます。有名な名山、名川であれば、かなり遠くに離れ

たところにあっても「〇〇山を背なに負い・・」などと、すぐそばに持ってきます。

不動産屋が建物を販売する場合、少し離れていても「駅・商店・学校が近い！」など

とＰＲして客を呼び込もうとしているのと同じようなことをします。そのうえ「学

校近くの川はとてもよい川で、清き流れに洗われて、心正しく、希望に燃える生徒

たちが育っています」などときれいごとばかりをアピールします。ざっくばらんに

現状の情景をそのまま校歌にするなら「♪ 名山名川はるかに遠く、交通不便のわが

学舎、隣りにそびえるごみ焼却場、集うわれらは偏差値４０、ああ、見よ、われらが

行くて ♪」なーんてなるでしょう。 

 

                                岩波より 

 

 ＊手前みそですが、一昨日の神戸新聞投稿欄に、また私のどうでもいい文が掲載されましたの

で、添付ファイルにてお送りします。 
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